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（乳児期早期における双生児とその母親の睡眠行動の推移）

論文内容の要旨 (1,000字~2,000字でまとめること。）

背景：双生児の母親は、母親の睡眠不足が長期間に渡り持続

しやすい。単胎で出生した児とその母親の睡眠行動に関する

研究は数多くなされているが、双生児については、あまり知

られていない。乳児期における双生児らの月齢に応じた睡眠

行動の変化についても報告されていない。・本研究の目的は、

①アクチグラフ（腕時計構造の超小型加速度センサー）を用

いて双生児とその母親の睡眠行動の実態について客観的に明

らかにすること、②双生児とその母親の睡眠行動の関連につ

いて評価することとした。

方法： 5組の双生児とその母親（初産婦）に対し前向き縦断

的研究を行った。睡眠行動については、修正週数 3,.....,6週、 8

,....., 11週、 13.......,15週、 17.......,20週のときにそれぞれアクチグラ

フを用いて連続した 7 日間、双生児とその母親の 3者同時に

測定を行った。アクチグラフから得られた体動データは、睡

眠解析ソフトを用いて、双生児については乳児用のアルゴリ

ズム、母親については成人用のアルゴリズムで、 1分毎に睡

眠．覚醒の判定を行った。双生児の睡眠状態について、両児

睡眠、一児のみ睡眠、両児覚醒の 3つに分類して検討を行っ

た。母親には消灯・起床・授乳時間について日誌への記載を

依頼した。

結果：母親の平均年齢は 32.8土4.0歳、出産時の妊娠週数 35.9

土 1.8週、児の平均出生体重は 2233.8士512.Sgであった。す

べての双生児が同床で睡眠していた。修正週数 3.......,6週から 8

,....., 11週の間で、夜間における覚醒時間は 90分減少し、睡眠

時間は 85分増加した。同時期に両児睡眠の割合も急速に増加

した。両児睡眠の時間帯における母親の睡眠時間は、修正週

数と正の相関が認められた。

考察：本研究は乳児期早期における双生児とその母親の睡眠

行動について明らかにした。修正週数 3.......,6週と 8,.....,11週の

間で劇的に睡眠行載が変化しており、これは乳児が睡眠覚醒

のサーカディアンリズムを獲得する時期と一致していた。双

生児が同床で睡眠することは睡眠状態の同調を促す要因とな



る可能性が示唆された。双生児の母親の負担を考えると、乳

児期早期は、父親やその他の家族の協力を得ながら、母親は

双生児と月IJ床で睡眠することがより良い睡眠の確保につなが

ると考えられた。
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要 旨

本研究は，乳児期における双生児とその母親の睡眠行動の実態についてアクチグラフ（腕

時計構造の超小型加速度センサー）を用いて客観的に評価ことと，双生児とその母親の睡眠

行動の関連について評緬することを目的としている. 5組の双生児とその母親（初産婦）に

対して前向き縦断的に，修正週数3~6週， 8~11週， 13~15週， 17~20週に各7日間の睡眠

行動の測定を行った．全ての双生児が同床で睡眠しており，修正週数3~6週から 8~11週の

間で，夜間における児の覚醒時間が 90分減少し，睡眠時間は 35分増加した．また，修正週

数 3~6週から 8~11週の間で，両児が同じ時間帯に睡眠行動をとる時間の増加が認められ

た．両児とも睡眠行動をとる時間帯における母親の睡眠時間は，修正週数と正の相関が認

められた．双生児が同床で睡眠することは睡眠状態の同調を促す要因となる可能性を明ら

かにした．また，双生児の母親は，乳児期早期には父親やその他の家族の協力を得ながら，

双生児と別床で唾眠をとることが負担軽減になりより良い睡眠の確保につながるとことが

示唆された．乳児期早期における双生児とその母親の睡眠行動の変化ならびに双生児とそ

の母親の睡眠行動の関連について縦断的かつ客観的に検証した価値ある知見と考えられ

る．したがって，学位申請者近藤千恵氏の論文は博士（保健学）の学位を得る資格がある

と認める．
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